
エヌアイシ・オートテック（5742） アウトパフォーム（継続）

18/3期上期は 20.9％増収、31.6％営業増益ながら通期予想変更なく増額修正期待高まる

株価 2184円（11/2） 時価総額 120億円（11/2） 発行済株 5500千株（11/2）
PER（18/3：16.1X） PBR（2.86X） 配当（DO予）38円 配当利回り 1.74％

要約

台湾黒字化、効率化で実質能力拡大で再生ウェーハ世界シェア 30％獲得もさらに 40％目指

す

18/3期上期は半導体液晶関連事業伸長で 20.9％増収、31.6％営業増益と収益上伸

18/3期上期決算が 11/2に開示

（すでに 10/23 に上方修正推定

値発表済み）された。17/3期上は

売上高 42.85 億円（20.9％増）、

営業利益 4.81億円（31.6％増）、

経常利益 4.84億円（35.1％増）、

税引利益 3.26億円（35.5％増）、

受注高 4641億円（11.3％増）と

大幅増収増益を達成した。Q1時

増額修正予想に対して売上高で

2.60億円、営業利益で 0.91億円の増額で着地、ほぼ DO予想通りとなった。

部門別では主力のアルファフレームがロボット関連機器やFPD製造装置向けに引き続き

伸長し 31.5％増の 26.70億円、営業利益も 59.8％増の 3.90億円（推定）に。一方、機械装

置は売上高が 4.7％減の 9.48億円、営業利益は 19.2％減の 0.80億円（推定）と、前期の駆

け込み納入の反動から減収ながら、受注は自動車部品製造向け洗浄装置や FPD製造企業向

け大型カスタムブース向けなどで 55.7％増の 9.95億円と伸長した。

全体を通じてキヤノン向け LCD露光装置向けを中心に好調持続し（17/3期キヤノン向け

売上 29.54億円、構成比 36.5％）、Q1でも 7.4億円（構成比 38.7％）と引き続きキヤノン

の LCD露光装置の恩恵がフル寄与している模様。

上期好調で増配発表も通期予想変更せず下期 2 ケタ減益見通しも新工場寄与で増額修正へ

上期の好決算を受け、会社側では増配 3 円（今期 3度目の増配で期初比 5 円増配の通期

・18/3期上期は半導体液晶関連事業伸長で 20.9％増収、31.6％営業増益と収益上伸

・上期好調で増配発表も通期予想変更せず下期 2ケタ減益見通しも新工場寄与で増額修正へ

・大型 LCD設備投資に加え EL設備投資も本格化、半導体設備投資拡大持続で収益拡大続く

・株価は DO予想 EPS136円に対し半導体液晶関連として PER18倍の 2450円目標



35 円）を発表した

ものの、通期業績予

想は変更せず、売上

高 83.48 億 円

（3.2％増）、営業利

益 8.49億円（2.0％
増）、経常 8.49億円

（1.9％増）、税引利

益 5.61億円（1.9％
増）予想。結果とし

て下期減額となっ

て お り 、 下 期 は

10.6％減収、21.1％
営業減益予想とな

る。現状、半導体、

FPD、ロボット、自

動車電装関連での

設備増強が継続し

ており、下期売上減

となる要素が少な

い。また立山事業所

での増設工場が7月
より稼働、今後装置部門の生産効率改善が進み利益率の改善が見込めることから、会社予

想を上回る収益が見込める。

大型 LCD設備投資に加え EL設備投資も本格化、半導体設備投資拡大持続で収益拡大続く

FPD 投資は大型 LCDTV 向けに

加えて有機 EL 投資がいよいよ本格

化見通しにある。同社は最大納入先

のキヤノンに加えキヤノン系のキ

ヤノントッキとも取引があり、今後

有機 EL向けにフレーム材の需要拡

大が期待される。また立山工場の増

強により大型装置への対応も可能

となり、半導体、FPD、医薬・食品、

自動車向けなどへの装置売上高が



拡大しよう。主力製品のアルフ

ァフレームシステムと各種装置

を組み合わせ、工場全体の生産

性向上をコーディネートできる

体制が進む。

19/3 期も中国、台湾で相次い

で大型FPD投資が続く見通しに

あるほか、半導体設備投資、ロボ

ットによる自動化設備投資増な

どがさらに拡大基調にあり、装

置事業の本格拡大も期待でき増収増益が続くこう。

株価は DO予想 EPS136円に対し半導体液晶関連として PER18倍の 2450円目標

株価は会社予想 EPS103.1 円に対し 21.1 倍と、非鉄金属セクター平均 PER16.4 倍と比

較し割安感はない。しかし下期 2 ケタ減益はユーザー動向、設備投資状況から考えにくく

通期では 2ケタ増収増益が見込め、来期も FPD・半導体設備投資産業向けを中心にソリュ

ーションビジネス拡大から増収増益が見込まれる。同社は製造装置・検査装置も手掛けてお

り、非鉄金属企業というよりも半導体・液晶製造装置関連企業として捉え、18/3 期 DO 予

想 EPS136円に対し、中堅半導体・液晶関連製造装置企業平均 PER18倍の 2450円を目標

としアウトパフォーム継続としたい。




